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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・納会開催について

日時：2022年12月30日(金)17：15～18：15
　場所：メンタルケア病棟　3階　会議室

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・転倒転落スコアシート、LASMIの評価入力について
　対象者：2022年2月以降の新規・再開の青陽館利用者様
　　　　・森田　清助様・藤村　翔様・沢代　文男様

電カルへアップデートまで行いましょう。
・12/9(金)適時調査があります。日誌、日報、疾患別診療計画書、評価等の確認作業を行っていきます。

・光熱費節約に向けて➝床暖房の設定を退勤前に下げる、トイレの便座暖房を切ることを徹底(掃除の時ないしDCは夕方に)、電気の点けっぱなしの予防(利用者様へも周知)、換気扇も利用者様退所後に早めに切る

・今期のクラブ活動は12月23日(金)を最終活動日とし、次期を1月6日から3月末までとします。

＜院内研修＞

　レポート提出期限：2000年12月16日～23日

　内容：『メンタルヘルスセルフのケア』

　講師：安全衛生管理委員会　菅原ＡＯＭ

＜利用者様情報＞
デイケア
・三浦　久司様～昨日からグループホームここライフの体験利用を行っており、体験利用を終えそのまま青陽館へ来所している。グループホームは快適に過ごす事が出来たとの事で、バスでの移動は40分間程時間がかかった事を話しているがスムーズに来ることが出来たという。青陽館の体験利用は今回で3回目でありデイケアの流れにも慣れたとの事であり、自分のペースで過ごしつつプログラム参加をしている。今後については青山壮を今月中に退所しグループホームに入居し、青陽館利用をしていきたいと思っている事を話している。利用頻度や利用形態については最初はデイケアとショートケアを組み合わせながら自分の時間を確保しつつ、ゆくゆくは週5日間のデイケア利用にしたいと思っているとの事である。定期診察で報告して頂きつつ、青山荘退所日が正式に決まった際には青陽館利用の形式を改めて決めていく事としている。
　　　　　　　　

ショートケア

・寺沢　彩様～本人様より電話連絡あり。通っているB型就労継続事業所クララス内での対人トラブルがあり、今月いっぱいは午後のみの就労とし、午前は青明舎で過ごす事となったとのこと。
デイナイトケア
・川村　享　様～青風荘では笑いながら、頭が痛いからと通所拒否あるが、静養室使用できるなら行くと話し、他者より遅れて通所し、「頭具合が悪いから横になりたい」と静養室を使用する。約束の時間に声掛けし一旦起きるが、運動プログラムへの参加拒否、帰荘要求あり。日中の過ごし方や静養室の使用、青陽館のルールについての説明に返事をしながら聞いているが、外の自販機に飲み物を買いに行こうとする等聞き入れ悪く、再度静養室使用する。昼食後もスタッフの動きを目で追っている様子が見られ、階段扉に向かうことはないが、落ち着きのなさが観察されている。
・藤村　翔　様～来所するとすぐスタッフに「クリスマスはやらない方が良いよ」「青風荘
でも話したけど聞いて貰えないみたいだ」等と話している。クリスマス
を楽しみにしている人が多いためやめることは難しいと伝えると、「ケー
キやジュースは砂糖をいっぱい使っているからやめたほうがいい」「フラ
イドチキンは特別な物だからクリスマスに食べないと、普通の鶏肉じゃ
なくてね」等と話している。昼食は副食と汁のみ摂取し、主食は不食し
ている。
